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学部研究・学問研究、進路講演会、オープンキャ
ンパスへの参加などを通して、生徒の視野を拡げ
るとともに、進路意識の高揚を図り、高い進路目
標を持たせる。また、その志望進路の実現に向け
て、主体的に学習に取り組む生徒を育成する。

進路課

志望校調査・進路アンケートなどの結果やそ
の推移をもとにして、重点目標の達成状況を
総合的に評価する。
Ａ　進路アンケート「主体的な学習ができて
いるか」という項目に対する肯定的な回答が
80％以上、学校評価アンケート質問項目９
「学校では一人一人に応じてきめ細かく適切
に指導がなされている」の肯定的な回答が
90％以上
Ｂ　Ａに満たず、一昨年度の結果(85%)と等し
い
Ｃ　Ｂに満たない

・進路講演会については、８月までの６年と
４年のものは予定通り実施。他学年について
も、感染対策のうえ、９月の下旬以降に実施
可能な範囲でそれぞれ実施する予定である。
・今年度は対面実施のオープンキャンパスも
多く、参加を促したが、８月の感染者増加で
参加を見送った者もいた。各学年とも進路情
報の提供や面談等を通して進路意識の高揚を
図っている。
・生徒の志望状況については、難関大志望も
多く、全体的に高い目標設定ができている。
・達成状況の評価については、２学期実施予
定の進路アンケートや学校評価アンケートの
結果をもとにして評価する。

－

・進路アンケートの「主体的な学習ができ
ているか」という質問項目に対する肯定的
な回答は「１年：90％、２年：85％、３
年：85％、４年：77％、５年：71％、６
年：87％」という結果であり、多くの生徒
が自己実現に向けて前向きに努力すること
ができた。
・学校評価アンケートの質問項目７（昨年
度は９）については、82％となっており、
昨年度（91％）と比較すると数値が下がっ
ている。特に充実期において数値が低い。
・生徒の志望状況についても、難関大や国
公立大の医学科などレベルの高い大学を目
指している生徒が多く、それぞれが高い進
路目標を持つことができた。（東大・京
大・医学科など最難関大の志望者の総数
は、６年42名　５年62名　４年52名）

Ｂ

・学校アンケートの結果は、年次
が進むにつれて中下位層への手当
てが薄くなっていることが一因で
はないかと思われる。
・本年度は国公立大学の総合型･
学校推薦型選抜への出願(予定含
む)が数が1月10日時点で延べ46名
あり、年々増加している。高い進
路意識によって、それぞれが自分
の特性を生かした多様な入試に
チャレンジした結果であると思わ
れる。一般入試だけでなく、総合
型・学校推薦型の受験希望者を学
年だけでなく、学校全体でバック
アップしていく体制が必要になっ
てきている。

昨年度Ａ

・短期長期海外留学プログラムや英語ディベート大会
など、グローバル教育推進室に係わる各種コンクール
等について、教科との連携を図りながら、生徒の参加
を促し、また参加生徒の活動を支援する。

グロー
バル教
育推進
室

参加生徒に対してアンケートを実施し、その結果
を基に総合的に評価する。
A　アンケートの肯定的回答が80％以上
B　アンケートの肯定的回答が60％以上
C　Bに満たない。

「羽ばたけ大安寺Day」参加者全員にアンケー
トを実施し、肯定的回答が4学年平均91、2%で
あった。５年生２名がトビタテ！留学高校生
コースを利用し夏季短期研修を行った。４年
生１名がカナダに８月から１年間留学に出発
した。

Ａ

・トビタテ！で海外短期研修をした５年生
２名が成果報告会を行って自らの経験を学
年全体に伝え共有した。アンケート結果で
「二人の留学の報告は興味深かった」･･･
99％「報告を聴いてグローバル社会を身近
に感じた」･･･92％など、多くの生徒が興
味を持ち学ぶことができた。
・英語ディベート大会後のアンケートで、
「自分以外の人から学ぶことがあった」、
「高校生英語ディベートに参加して満足し
ている」･･･100％、参加者全員が充実感を
よく表した。

Ａ

コンテスト等大会に毎年続けて参
加して成果を上げており、参加者
の満足度も高いが、例えば、英語
ディベート参加者アンケートのう
ち、「自分の経験を友達や他の生
徒に伝えたいと思う」･･･83％
で、他の質問に比して下回ること
から、参加者の経験をいかに他と
分かち合い、多くの利益とするこ
とができるかを考えて取り組んで
いきたい。

R3年度はA

多様な情報を読み取り、内容をまとめて相手に伝
える力や、自分の考えを、話したり書いたりする
力を身に付けさせることを目標に、「読む」「聞
く」「書く」「話す」の４技能・５領域を伸ばす
ための授業を展開し、スピーチやディスカッショ
ンやディベートへと活動を広げていきたい。新型
コロナ感染防止のため、マスクの着用と換気を
しっかり行う。

英語科

英語の授業でディスカッションやディベート
に関する活動を６年生以外の各学年で行う。
新型コロナ感染予防の観点から、マスクの着
用、換気等の対策をしたうえで、その活動の
時間を確保する。

A　各学年とも３時間を超えた。

B　各学年とも２時間から３時間程度であっ
た。

C　Bに満たない。

・マスク着用の上、換気等の対策を取ったう
えで、各学年に応じた英語で話す機会を各学
年１時間以上は持つことができた。
・英語での問答やミニディベート的な取り組
み等、普段の授業の中でレッスンに応じて
行った。 Ｂ

・マスク着用の上、換気等の対策を取った
うえで、各学年に応じた英語で話す機会を
各学年１時間以上は持つことができた。
・英語での問答やミニディベート的な取り
組み等、普段の授業の中でレッスンに応じ
て行った。学年によっては３時間以上ディ
スカンション・ディベートに関する授業を
実施できなかった学年もあったが、全体的
には意欲的に取り組めたと考えられる。

Ｂ

次年度もこれまでと同様に読む・
書く・聞く・話すの４技能のバラ
ンスの取れた授業展開を工夫して
いきたい。

英検の準会場として年３回、一次試験の受験がしやすい
環境を作る。低い級から順に受験の雰囲気づくりをし、
準1級以上の者も本会場で抵抗なくチャレンジできるよ
うにサポートする。

英語科

校内受験の機会を保障し、受験した生徒数に
対する到達率を指標とする。
　
Ａ　３０％の生徒が目標レベル（B1）に達し
ている。
Ｂ　２５％の生徒が目標レベル（B1）に達し
ている。
Ｃ　Bに満たない。

・コロナ対策をしながら、今年度は英検も準
会場となり受験しやすい環境を作ることがで
きた。（第1、2回）
・検定の結果は年度末の報告となるが、
これまでの英検対策などの取組などを元に総
合的に評価する。

Ｂ

第３回の英検の結果がまだ出ていない状況
なので、総括はできない状態だが、１・２
回の結果から見ても例年並みの成果は収め
ていると考えられる。

Ｂ

これまでと同様に英検を始めとし
た各種検定を積極的に受験するよ
うに促すと同時に対策講座など行
い、英語運用能力を高める指導を
継続していきたい。

自然にあいさつを交わすことのできる人間関係づくりに
努める。
登下校時の校門指導や、交通委員が参加する朝の交
通指導の中で、お互いがあいさつすることで人間関係
作りに努める。

生徒課

すすんであいさつができたかどうかを学校評価ア
ンケートの結果から評価する。
Ａ：「よく出来ている」が全校の６０％以上
Ｂ：上記が５０％以上５９％未満
Ｃ：Ｂに満たない

登下校時の校門指導や、交通委員が参加する朝
の交通指導の中でお互いがあいさつできるよう
にしている。また、部活動に積極的に参加するこ
とも人間関係作り役立てると考えている。
校門指導時の教員や係からの挨拶に対しては、
よく返していると思われる。

A

　学校評価アンケートの「積極的にあいさつを
するように心がけているか」という質問に対し
て、「とてもそう思う」の回答が、１年56％、２年
58％、３年55％、４年65％、５年49％、６年
47％となり、全体では55％という結果であっ
た。昨年度の50％に比べると、よい結果では
あるが、目標は達成できていない。保護者・
教員アンケートでも十分な結果ではないの
で、今後もあいさつが自然にできる雰囲気を
作っていきたい。 B

・自然なあいさつについては、強制し
てさせるものではなく、学校生活が
充実し、良好な人間関係づくりができ
ることによって交わされる部分が大
きいのではないかと考えられる。
・登下校時の校門指導や、交通委員
参加の交通指導で、お互いがあいさ
つできるようにする。
・白鷺祭等の学校行事に積極的に参
加できるように、生徒会や委員会で
一層の工夫をする。また、部活動は
友人と苦楽を共にすることで、交友を
深め人間関係作りに役立つと考えら
れるので、部活動がしやすい環境作
りを心がけ、あいさつが自然にできる
ような雰囲気作りをしていかなけれ
ばならない。

R3年度は５０％

Ｂ

1
高い目標を
掲げ、チャ
レンジし、
世界のリー
ダーとして
活躍する人
材を育成す
る。

（1）
大学等と連携
した研修会等
に参加させ、
高い進路意識
や志望を持た
せ、自己実現
のための努力
を促す。

（2）
各種コンクー
ル、セミナー
等へ参加さ
せ、外部人材
との積極的な
交流により、
視野の拡大を
図る。

（3）
ＣＥＦＲ　Ｂ
２（英検準１
級）程度の、
国際的に通用
する高い英語
力を身に付け
させる。

２
自然に、あいさつを交わす校
内の雰囲気の醸成を図る。
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総合的な学習・探究の時間に行った活動を記録、可視
化する。データを基に学習内容の検討を行う。
研究テーマの立て方をスモールステップで学習する方
法を研究、実践する。 総合

研究
開発室

学校評価アンケートの結果を基に総合的に判断
する。
A　肯定回答が80パーセント以上
B　肯定回答が60パーセント以上
C　肯定回答が60パーセント未満

年度当初から学習内容を記録している。これを基
に来年度の活動を考える資料とする。研究テー
マの立て方についてスモールステップで学習する
方法を考え、実践している。やり方を学ぶことや
視野を広げる活動などを行い、担当者会議で共
有している。

B

生徒たちにとって探究的な学びが定着しつつ
あるが、保護者への周知が不足していること
や、授業を行う教員の負担や教科とのつなが
りの点でまだまだ改善の余地があるため。
肯定回答　生徒８７％　保護者７３％　教員８
２％

B

今年度に引き続き、総学・総探の時
間の使い方について、各課・室・教科
との連携をとっていく。特に進路指導
課の学習と探究活動の関連につい
てより充実したものになるようにする
必要がある。

R3年度B（肯定回答生徒83％、保護者65％）

生徒が自律して主体的に学習に取り組み、課題を自分
のこととして解決していく新しい学びの授業展開を教師
が開発・研究し定着させていく。

学習指
導委員
会

上半期・下半期に授業評価アンケートを生徒に
実施する。質問の中に「主体的・対話的な場面が
ありますか」の質問項目を入れる。

Ａ：ある・ややある　９５％
Ｂ：ある・ややある　７０％
Ｃ：ある・ややある　７０％未満

※第５・６学年は、旧学習指導要領である。

６月に全教職員が自分の担当するクラスで実施
した授業評価アンケートの項目の中で、新しい学
習指導要領の目標である「主体的・対話的で深
い学び」に関する質問をした。前期課程において
は新しい学習指導要領になって１年が経ち、授業
の中で生徒が主体になれる場面があるかどうか
尋ねてみた。ある・ややあると肯定的な回答が
93％であった。多くの教員が授業改善を研究して
いると考えられる。下半期は11月に同じクラスで
アンケートを実施する予定である。限りなく100％
に近い値が出るよう引き続き授業改善を呼びか
けていきたい。

B

教師が授業の中で，生徒に主体的に考えさ
せる場面や，対話的になれる場面を設定する
ことができてきている。生徒による授業評価ア
ンケートでは，「主体的・対話的な場面があり
ますか」の項目で95％以上肯定的な回答が
あり，この項目の生徒からの評価はＡである。
ただし，場面があることと，「深い学びになって
いる」かは別の変数として評価しなければな
らない。 Ａ

次年度へ向けて，次のステップとして
「主体的・対話的」な場面から「深い
学び」へつなげる授業の工夫を研究
していきたい。「深い学び」へとつな
げるためには，本校，岡山大安寺の
生徒のレベルを考慮した質の高い
「問い」が大切である。質の高い問い
は，教師の日ごろからの教科意識が
必要となる。新しい学習指導要領に
おける大学入学通テストや二次テス
トの問いは，日常にあふれている素
朴な疑問から探究する問いになって
いることもおおく，主体的・対話的に
なる質の良い「問い」を教師それぞ
れが研究していきたい。

職員朝礼や職員会議の資料、会議室予約、職員の動
静表等、これまでＮＡＳの中やペーパーで共有していた
ものをＧｏｏｇｌｅのクラウド上にあげて共有し、時間や場
所に因らず、いつでも最新の情報を共有できる体制を
作ることによって業務の効率化と精度の向上をはか
る。また、行事後のアンケート等、これまでペーパーで
提出し、係が入力して、フィードバックしていたものを、
Ｇｏｏｇｌｅフォームを利用して短期間で集計、分析し、
フィードバックを速くすることによって、行事後すぐに次
年度に向けた業務改善の具体的な手立てを検討でき
るようにする。

教務課

１学期末と２学期末の年２回、教員に対してアン
ケートを実施し、Chromebook等のＩＣＴの活用に
よって、業務の効率化や業務内容の改善・向上
に繋がっていると感じるかどうかを問う。
繋がっていると感じる割合が

Ａ：８０％以上
Ｂ：５０％以上８０％未満
Ｃ：Ｂに満たない

１学期末までのアンケートが実施できていなかっ
たため、９月末にアンケートを実施した結果、「ＩＣ
Ｔの活用が業務の効率化や業務内容の改善・向
上に繋がっていると感じるか。」という問いに対し
て、感じる（33.9％）、やや感じる（42.9％）、あまり
感じない（21.4％）、感じない（1.8％）という結果で
あり、肯定的な割合が76.8％であった。自由記述
の内容からは、先生方が試行錯誤しながら積極
的に活用しようとされている様子が見える反面、
紙ベースから抜け切れてない業務や、従来の方
法からうまく移行できていないこといよる追加の
負担感等、今後の改善点も見えてきた。今後も
「費用対効果」を考えながら活用を促進していき
たい。

B

１月末にアンケートを実施した結果、第１回目
のアンケート以降の業務について、「ＩＣＴの活
用が業務の効率化や業務内容の改善・向上
に繋がっていると感じるか。」という問いに対
して、感じる（40.7％）、やや感じる（44.4％）、
あまり感じない（14.8％）、感じない（0％）とい
う結果であり、肯定的な割合が85.1（9月より
8.3％上昇）であった。１年間を通じて個人や
係を中心に思考錯誤した結果、ＩＣＴ活用のメ
リットを感じられるようにはなってきており、一
定の成果を感じられた。

Ａ

第２回の自由記述の内容からも、個
人レベルでの活用や、一部の全体業
務では推進されているが、学校全体
として、ＰＤＣＡサイクルを回しなが
ら、ＩＣＴ活用を進めていく組織には現
状ではなっておらず、一部のＩＣＴ活
用に精通している教員が他の業務を
抱えながら、ＩＣＴの活用についての
業務も行っている。学校組織全体と
して、例えば、ＩＣＴ管理室（現状では
ハード面担当）にＩＣＴ活用推進係（ソ
フト面担当）を専属で配置するなど、
教科、課・室等の業務に関して、全
体的な視点をもって対応する係が必
要ではないかと考える。

ミライムの入力を徹底し、各自の業務時間を意識する。
最終退校時刻を20時とする。
定時退校日等の設定
   定時退校日　月１回（全員）
   ８時には退校日　月１回（全員）
定時退校日には放課後の会議等を極力入れない。

管理職
主幹教
諭

B B

月８０時間以上の人数（平均）：元年度15.07人／月、R2
年度　8.09人／月、昨年度7.73人／月

４
業務を、組織の視点及び個
の視点から効率化を図り、部
活動を含む１か月当たりの
時間外業務時間を８０時間
以内とする。

Ｂ

・定時退校日に会議を入れないな
ど、退校できる条件を整えるための
努力を行う。
・部活動の顧問間の負担軽減のた
めの方策や、運動部活動の地域移
行（前期課程）についての本校として
の取り組みなどの検討を行う。
・職場全体で、業務の効率化や組織
の改編などに取り組む空気を醸成さ
せるためにどうするべきか検討す
る。

Ａ　月80時間以上の人数が平均５名以内となる。

Ｂ　月80時間以上の人数が10名以内となる。

Ｃ　Ｂに満たない。

月80時間以上の人数
4月：13名、5月：8名、6月：19名、7月：8名、
8月：1名、4～8月合計：7名（平均）
昨年度とほぼ同じような人数となっている。
4月は年度初めの業務、6月は部活動の試合が
多く、長時間勤務が多いようだ。8月は積極的な
休暇の取得などにより少なくなっている。
定時退校日の声かけや、効率よい会議運営など
の取組を継続する。

月80時間以上の人数
９月：６名、10月：14名、11月：９名、12月：２名
１月：６名、４月～１月合計：６名（平均）
昨年度よりわずかに減少しているが、目標の
５名以下には届かなかった。
80時間を超える先生方がほぼ固定されてい
る傾向が見られ、さらなる個別の声かけなど
が望まれる。
定時退校日に会議が入るなどしている月もあ
り、取り組みが徹底できていなかった。

３
各教科での学習と総合的な
学習・探究の時間とを連関さ
せ、探究的な学びを深める
授業改善や、Chromebookを
活用した授業づくりや、校務
運営に全教職員で取り組
む。


